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中野鉄工所 
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前回の復習 

おわり 



中小企業の国際化の事例をみる 

 

繊維産業 

本日のテーマ 



繊維産業の国際化 

 

  海外移転 

 

  輸入品増大 

テーマの概要 



海外進出の本格化  １９６０年代後半以降 

 理由： 若年労働力不足 

      人件費高騰への対応 

      海外消費地への直接的立地 

 

  経営の効率化・国際競争力強化 

  その反面 

  国内逆輸入の増加で産地を苦境に追い込む 

海外進出の本格化 



繊維企業の９割が中小企業 

「産地」性 

５４１産地のうち３割が繊維関係 

   

 

 

例：栃木県桐生 桐生織 

     

 

   

     

   大阪府和泉地方 毛布 

     

産地１ 



    愛媛県今治 タオル 

     

 

 

    和歌山県紀北地方  パイル織物 

 

 

産業集積のメリット 

  １）適切な分業体制 

  ２）市場情報の収集 

  ３）公的支援 

  ４）熟練技術の確保 

産地２ 



企業規模 



製造工程 

川上： 
   化合繊維製造、紡績、素材流通 

          ：紡績企業 

川中： 
   織布、ニット、染色、中間製品流通 

          ：機屋 

川下： 
   縫製、製品流通 

製造工程 



繊維産業の構造図 



繊維産業の構造図２ 



下請け体制 

加工工程を専門業者が担当する 

  米国・ドイツでは 

     １企業がすべてをおこなう。 

 

賃加工生産体制： 
  大企業や商社が仕事を出す 

  下請け体制 



国際化の流れ： 
 

１９６０年代後半以降 

  海外進出活発化 

  原料調達基地設立、 

  関税障壁克服のため、 

  中南米や東南アジアへ 

 

１９６５年以降 

  合繊企業がＡＳＥＡＮ諸国へ 

国際化の流れ１ 



１９７０年から１９７４年 

 テキスタイル企業を中心に、 

   （糸、織物、染色加工、テキスタイル：織物）      
ＮＩＥＳ（韓国、台湾、香港） 
  ＡＳＥＡＮ 

  中南米へ進出 

   

  目的： 
    現地販売 

    輸出代替 

    ドル切り下げで輸出限界 

  合弁、技術指導 

国際化の流れ２ 



１９７５年から１９８６年 

  発展途上国での繊維生産の活発化と 

  オイルショックによる 

  現地生産の見直し 

国際化の流れ３ 



１９８７年から１９９５年 

   国内労働者不足 

   円高進行 

   中国の改革・開放政策 

 

   縫製・アパレル企業を中心に、 

   製品の持ち帰りを主目的とした 

   中国、ＡＳＥＡＮへの進出の急増 

 

合弁企業の設立、 

そのほかに進出形態の多様化（アパレル） 
 

国際化の流れ４ 



委託加工： 
  糸や生地を日本から持ち込み、 

  編立てもしくは縫製を行い、 

  日本へ持ち込む 

専用ライン： 
  工場の一部のラインを借り切る生産形態。 

  出資はせずに、生産設備を持ち込む形。 

補償貿易： 
  生産機械を提供し、その代金を 

  縫製か加工賃で回収する形態。 

単純企画輸入： 
  企画は日本で行い、生産は現地に委ねる形態。 

製造委託方法 



中小繊維企業進出 

  １９９３年以降投資件数急増、 

  中国向け９０％、 

 

  その後は低下している。 

中小企業進出 



中小企業投資件数 



繊維産業貿易の推移１ 



繊維産業貿易の推移２ 
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アパレル輸入の推移 

アパレル輸入
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進出企業の例 

進出企業の国際分業の例  



大阪：シャツ製造卸業 

大阪：シャツ製造卸業  従業員約３００名 



東京都：ニットウェア製造
業  

東京都：ニットウェア製造業  従業員約２００名 



愛媛：タオル製造業  

愛媛：タオル製造業  従業員約１４０名 



愛知：婦人・子供服卸業  

愛知：婦人・子供服卸業  従業員数名 



海外進出の理由 

労働集約的な縫製業の海外進出： 
  生き残り策、 

  国内では企画機能のみ残し、 

  生産は海外で行う 

 

 

Made in Japan から 

Made by Japan へ 



新たな取り組み１ 

新たな動き： 
  ＳＣＭ（サプライチェーン・マネージメント） 
    新たな生産・流通システム  

     電子商取引 

  

     各企業が納期、価格、生産能力 

     生産進捗状況、品質を開示し合い、 

     全体として効率の良い生産をする 

     流通経路の短縮化 

     小売による生産の掌握・支配に 

 



新たな取り組み２ 

新たな動き： 
  共同で新製品企画 

 

中国に負けない中小企業の国内生産 

   

  ・千本松毛晒工業 

     染色加工の多角化 

 

  ・ニット生産の国内回帰 

    オンワード樫山 



ニット生産国内回帰 



ビデオ鑑賞 

ワールドビジネスサテライト 

アジア経済戦国時代３ 

 

 ソフト大国インドが日本を狙う 

テレビ東京：２００４年１月放送 

５回シリーズ 
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